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自己紹介

• 東京工業大学工学部電気電子工学科(1982)
• 東京工業大学理工学研究科情報工学専攻博士

 課程(1987)
– 人工知能、機械学習の研究

• 東京工業大学工学部情報工学科 (1987～94)
– 機械学習における説明の役割について研究

• スタンフォード大学CSLI (1989～1990)
• 東京工業大学大学院情報理工学研究科(1994-2003)

– 機械学習による感性獲得機構

• 大阪大学産業科学研究所(2003～現在)
– データマイニングからの共感へのアプローチ



「審議事項例」の抜粋  
１．人文学・社会科学の学問的発展

現 状
欧米の学者の研究成果の学習や紹介が研究活動の中心となったという歴

 史的経緯のためか、日本の人文学・社会科学においては、日本の歴史や

 社会に根ざした研究活動は必ずしも十分とは言えない。

課 題
(1) 欧米の学問の成果の受容にとどまることなく、日本の人文学者・社会科

 学者が自ら置かれた歴史や社会と直接向き合った上で学問を展開していく

 ことが必要。
(2) 人文学や社会科学が、「人間とはなにか。」「正義とは何か。」といった

 「認識枠組み」の創造という役割・機能を果たしていくためには、研究分野

 や研究課題の細分化と固定化の克服が必要。
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学術的な役割・機能の充実のため  
に検討すべき事項

• 研究の細分化に関する課題を克服するため
 の共同研究の推進

• 独創的な研究成果を創出できる人文学者・社
 会科学者の養成

• 専門分野の深化及び異分野との融合の促進

• 研究体制、研究基盤の整備・充実

• 人文学・社会科学の特性を踏まえた研究評
 価の在り方の検討
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知能とは何か?

• 参考ホームページ: What’s AI 
http://www.ai-gakkai.or.jp/jsai/whatsai/
– 種々の話題を提供している。

• コンピュータを知的にするための技術
– ゲーム、数式処理 --- 探索

– エキスパートシステム
 

--- 知識、オントロジー

– 適応インタフェース
 

--- 学習

– 視覚 --- コンピュータビジョン

– 発見、データマイニング

http://www.ai-gakkai.or.jp/jsai/whatsai/


知能とは何か

• 計算である。
– Alan Turing

• 探索である。

– ルート検索

– ゲーム
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知能とは何か?

• 知識である。
– Knowledge is power. : E. Feigenbaum

• 知識表現

• エキスパートシステム

• オントロジー
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• Winograd & Flores: 
コンピュータと認知を

 理解する

– 人工知能の限界と新
 しい設計理念

• Winograd自らが進
 めていた「知識表現」

 研究への反省



スタンフォード大
 

Center for the Study of 
Language and Information (CSLI)

• CSLI is an independent laboratory at 
Stanford University devoted to research in 
the emerging science of information, 
computing, and cognition. This new 
science had its origins in the late 1970s as 
computer scientists, linguists, logicians, 
philosophers, psychologists, and artificial 
intelligence researchers, seeking solutions 
to problems in their own disciplines, turned 
to one another for help.

http://www.stanford.edu/


哲学者との交流

• 人工知能研究者の素朴な(外界と対応づけた) 
「知識表現」を批判
– 世界全体は頭の中に入らないでしょ?

• 客観的な外界は存在しない。

• 私に起こる現象を言語で言い当てる。

• 話しているうちに辻褄が合う。

• 共通了解が生じ、客観的な外界が存在するという信憑
 が生じる。

• 上の哲学者の説明は、当時は難解

– 自然科学者の解説を読んでようやく理解した。
• 池田清彦:構造主義科学論の冒険,講談社学術文庫

 1332(1990)



言語学者との交流

• 構文解析

• 意味の問題

• 言語の学習と獲得



知能とは何か?

• 学習と適応

• 知識をどうやって書き込むか?

• コンピュータ学習、機械学習

• Web構造マイニング、協調フィルタリング



心理学者との交流

• 人の学習モデル

• 類推
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適応インタフェース
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構成的適応インタフェースの研究

山へ行こう山へ行こう

 

次の日曜次の日曜

昔みたい昔みたいに雨がに雨が

 

降れば川底に降れば川底に

Constructive Adaptive User Interface (CAUI*)

人工知能学会誌2002年新年号表紙

* 南米グアラ

 
ニー語で「少

 
し酔っ払った」

 
の意
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CAUI 研究の変遷

• 物まねによる編曲 [1993]
• 音楽の認知モデル [1994,1996]
• 認知モデルに基づく編曲 [1994]

– 編曲の質は 1999～2001年に飛躍的改善.
• 認知モデルに基づく作曲 [2001]
• センサデータに基づく作曲

 
[2007]



和音の一致率

• 心理学者の批判:
– 一致率では、心理学的モデルにはならない。
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